
1

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第39号 令和8（2026）年7月15日

　

神
漢
連
は
二
〇
〇
六
年（
平
成
十
八
年
）
に

七
十
八
名
で
創
立
さ
れ
、
本
年
十
月
に
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
二
十
周
年
を
祝
っ
て
十
月

十
三
日（
火
）に
中
区
の
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

1
． 

二
十
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

2
． 

全
漢
詩
連
会
長
鷲
野
正
明
先
生
に
よ
る
漢
詩

講
演
会

3
． 

自
詠
漢
詩
作
品
展

4
． 

神
漢
連
の
活
動
紹
介（
注
、
三
・
四
項
は
十
二
日

も
開
催
）、

　

記
念
行
事
の
内

容
は
、
本
会
報
の
次

頁
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
盛
り
沢

山
で
す
。
ま
た
そ
の

夜
は
、
二
十
周
年
を

祝
い
つ
つ
会
員
間

の
親
睦
を
深
め
る
祝
賀
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
多
く
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て
楽
し
み
、

ま
た
二
十
周
年
の
意
義
を
嚙
み
し
め
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
上
記
以
外
に
、

各
会
員
の
記
念
作
品
を
集
め
た
神
奈
川
清
韻
第
四

集（
九
月
十
五
日
刊
行
）、
神
漢
連
二
十
年
史
―
こ
の

十
年
の
歩
み（
九
月
十
五
日
刊
行
）、
神
漢
連
オ
リ
ジ

ナ
ル
手
拭
の
頒
布（
十
月
）、
金
沢
八
景
へ
の
吟
行
会

（
十
一
月
十
七
日
）な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
こ
れ
ら
の
記
念
行
事
を
行
う
た
め
に
、
皆
さ

ん
に
寄
付
の
お
願
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
会
員
に
四
月
に
郵
送
し
た
総
会
資
料
に
、
寄
付
の

振
り
込
み
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
だ
振
込

ま
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

本
年
前
半
の
神
漢
連
の
大
き
な
行
事
と
い
え
ば
、

二
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
、
四
月
か
ら
五
月
の
五

日
間
に
開
催
さ
れ
た
漢
詩
入
門
講
座
と
、
総
会（
今

年
は
書
類
審
査
方
式
）、
六
月
の
漢
詩
講
演
会
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

漢
詩
入
門
講
座
は
神
漢
連
創
立
以
来
、
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
今
年
は
二
十
期
と
し
て
二
十
四
名
の

方
々
が
受
講
し
、
十
九
名
が
七
言
絶
句
一
首
の
卒
業

詩
を
提
出
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
、

神
漢
連
に
入
会
し
て
漢
詩
創
作
を
目
指
す
方
々
は

二
十
期
の
漢
詩
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
ま
す
の
で
、
温

か
く
見
守
り
願
い
ま
す
。
一
方
、
漢
詩
鑑
賞
に
注
力

さ
れ
た
い
方
々
は
、「
鑑
賞
入
門
講
座
」（
通
称
、鑑
賞

会
Ｄ
）で
、
中
国
・
日
本
の
代
表
的
な
詩
人
の
漢
詩

を
対
面
方
式
で
毎
月
分
か
り
易
く
学
べ
ま
す
。
尚
、

神
漢
連
入
会
数
年
以
内
の
方
々
も
聴
講
可
能
で
す
。

　

漢
詩
講
演
会
は
高
芝
麻
子
先
生
が「
杜
甫
と
家
族

―
日
常
を
愛
し
日
常
を
詠
う
」と
題
し
て
、
杜
甫
と

家
族
の
関
係
か
ら
話
を
始
め
ら
れ
、
家
族
を
描
く
杜

甫
の
温
か
な
詩
が
、
ど
の
よ
う
に
漢
詩
の
世
界
を
豊

か
に
し
た
か
を
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
話
さ

れ
、
凡
そ
百
六
十
名
の
多
く
の
聴
衆
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
着
実
に
漢
詩
を
学
ぶ
方
策
を
明
確
化

し
て
、
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は
常
に

重
要
な
課
題
で
す
が
、
一
年
前
の
会
報
三
十
七
号
一

面
に
記
し
た
方
針
を
、
今
年
も
継
続
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
再
度
確
認
願
い
ま
す
。
今
年
も
漢
詩
の

鑑
賞
や
創
作
を
通
し
て
自
己
研
鑽
を
積
み
、
ま
た
漢

詩
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
り

ま
し
ょ
う
。
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創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
（
十
月
十
三
日
他
）

に
参
加
し
よ
う
！ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長　

香
取 

和
之
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記
念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
共
に
祝
お
う
！

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
、
創
立
以
来「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
諸
先
輩
面
々

の
ご
尽
力
で
、
他
地
域
に
類
を
見
な
い
多
彩
な
活
動

を
立
ち
上
げ
、
活
発
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
最
中
の
十
五
周
年
行
事
で
は
、
窮
地
を
逆
手

に
と
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
の
活
動
を
あ
み
出
し

て
、活
動
の
幅
を
更
に
広
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
大
半
は
対
面
方
式
に

戻
っ
た
も
の
の
、
鑑
賞
会
や
吟
行
会
開
催
は
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
が
当
た
り
前
と
な
り
、
実
際
に
顔
を
合
わ

せ
て
活
動
し
、
所
属
サ
ー
ク
ル
を
超
え
て
他
の
連
盟

会
員
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

記
念
行
事
の
目
的

　
「
会
員
間
の
親
睦
活
性
化
」「
サ
ー
ク
ル
を
越
え
た

交
流
の
促
進
」を
目
的
に
掲
げ
、
吟
行
会
や
旅
行
企

画
の
行
事
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
対
面
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
を
多
数
開
催
し
て
、
会
員
同
士
の
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
連
盟
全
体
の
結
束
を
強
く
し
て
、
神
漢
連

の
発
展
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

更
に
は
、「
漢
詩
文
化
の
魅
力
を
広
く
社
会
へ
発

信
」も
そ
の
目
的
の
一
つ
に
据
え
て
、
対
外
的
な
情

報
発
信
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

記
念
行
事
の
概
要

　
「
記
念
式
典
」

　

十
月
十
三
日（
火
）午
後
一
時
〜
、横
浜
市
開
港
記

念
会
館
講
堂
で
開
催
し
ま
す
。

・ 

来
賓　

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長　

鷲
野
正
明
先
生

・ 

神
漢
連
二
十
周
年
の
歩
み

・ 

功
労
者
表
彰

・ 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
の
吟
詠

・ 
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
会
員
の
講
話

　
「
記
念
講
演
会
」

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
午
後
三
時
〜
、
同
会
場

で
開
催
し
ま
す
。

・ 

講
師　

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長　

鷲
野
正
明
先
生

・ 

演
題　

美
し
い
日
本
の
風
景
│
日
本
漢
詩
へ
の

誘
い
│

・ 

チ
ラ
シ
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
お

知
り
合
い
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

　
「
祝
賀
会
」

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
終
了
後
、
午
後
五
時
〜

ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
自
詠
漢
詩
作
品
展
」の
開
催 （
同
封
別
紙
参
照
）

記
念
式
典
前
日
か
ら
、
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
一

階
会
議
室
に
て
一
般
公
開
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

・ 

自
詠
漢
詩
を
題
材
と
し
た
書
・
画
・
写
真
等
の
自

作
作
品
展

・ 

自
詠
自
書
は
、入
門
講
座
・
錬
成
会
も
開
催

　
「
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置

 

自
詠
漢
詩
作
品
展
会
場
の
一
角
に
、
同
展
開
催
中

設
置
し
て
、神
漢
連
諸
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

各
漢
詩
鑑
賞
会
・
神
辞
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
・

叢
書
発
行
・
そ
の
他
諸
活
動
を
紹
介

・ 

掲
示
物
・
資
料
配
置
に
加
え
て
、
担
当
係
員
に
よ

る
会
員
・
連
盟
外
向
け
口
頭
説
明
・
宣
伝
を
実
施

　
「
記
念
グ
ッ
ズ
」の
制
作
頒
布

記
念
式
典
会
場
・
自
詠
漢
詩
作
品
展
会
場
で
、
頒

布
さ
れ
ま
す
。（
１
枚
五
百
円
）

・ 

神
漢
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
拭
い（
司
馬
光
・
初
夏
）

　
「
記
念
吟
行
会
」の
開
催（
同
封
別
紙
参
照
）

十
一
月
十
七
日
、
金
沢
八
景
で
の
リ
ア
ル
吟
行
会

を
復
活
開
催
し
、
高
芝
麻
子
先
生
の
ご
指
導
を
受

け
ま
す
。

　
「
旅
行
企
画
」の
実
施（
同
封
別
紙
参
照
）

・ 

十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
一
日
、
全
国
漢
詩
の
祭

典
高
知
大
会
・
吟
行
会
へ
の
参
加
を
含
む
旅
行
企

画
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
神
奈
川
清
韻
第
四
集
」の
発
刊

百
四
十
首
の
会
員
投
稿
詩
を
掲
載
し
た
詩
集
を
、

９
月
に
会
員
全
員
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

　
「
神
漢
連
二
十
年
史
―
こ
の
十
年
の
歩
み｣

発
行

十
年
史
以
降
の
連
盟
諸
活
動
の
歩
み
を
取
り
ま

と
め
、
会
報
第
40
号
特
別
記
念
号
と
し
て
九
月
に

発
行
し
ま
す
。 

（
牛
山
知
彦
記
）

創
立
二
十
周
年
記
念
行
事 

「
20
周
年
漢
詩
祭
り
」を
盛
大
に
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令
和
七
年
度
実
績
と
令
和
八
年
度
計
画

事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

令
和
八
年
度
総
会
は
、
今
秋
、
神
漢
連
は
創
立

二
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記
念
式
典
開
催
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
期
総
会
の
実
開
催
は
せ

ず
、
書
面
決
議
と
す
る
こ
と
と
し
、
五
月
十
五
日
を

期
限
に
質
問
や
異
議
を
取
り
纏
め
る
こ
と
と
し
た
結

果
、期
限
ま
で
に
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
先
ず
、
令
和
七
年
度
実
績
と
し

て
、
①
神
漢
連
規
約
の
大
幅
な
見
直
し
、
②
会
員
の

詩
力
ア
ッ
プ
に
向
け
初
級
者
用
と
し
て｢

鑑
賞
入
門

講
座（
鑑
賞
会
Ｄ
を
新
設
）｣

な
ど
。
そ
し
て
中･

上

級
者
用
と
し
て
、
全
国
漢
詩
大
会
へ
の
積
極
的
応
募

や
外
部
機
関
で
の
作
詩
指
導
受
講
の
推
奨
に
取
り
組

ん
だ
。
七
年
度
漢
詩
入
門
講
座
は
三
十
五
名
が
受
講

さ
れ
三
十
名
が
卒
業
詩
を
提
出
、
二
十
四
名
が
入
会 

し
た
。鑑
賞
会
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
霧
笛
女
子
会
・
大
簡
会
・

漢
詩
講
演
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
・
漢
詩
研
修
会
・

神
辞
会
・
自
詠
自
書
展
等
を
予
定
通
り
行
っ
た
。

令
和
八
年
度
計
画
と
し
て
は
、
十
月
に
創
立
二
十
周

年
を
迎
え
、
十
月
十
三
日
に
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

に
て
記
念
式
典
を
予
定
。
記
念
行
事
と
し
て
は
、
神

奈
川
清
韻
第
四
集
の
発
刊
、
神
漢
連
二
十
周
年
史
―

こ
の
十
年
の
歩
み
―
の
編
纂
等
一
連
の
事
業
計
画
を

書
面
提
示
し
承
認
さ
れ
た
。

令
和
八
年
度
人
事

☆
理
事

　

横
山
真
吾　

室
橋
幸
子　

中
島
龍
一　

高
津
有
二

　

瀧
川
智
志

☆
執
行
理
事

　

香
取
和
之（
会
長
）　

水
城
ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

新
井
治
仁（
副
会
長
）　

久
川
憲
四
郎（
事
務
局
長
）

　

牛
山
知
彦（
事
務
局
次
長
、新
）　

山
口
幸
雄　

　

蔦　

清
昭　

白
石
信
隆　

五
嶋
美
代
子　

　

高
橋
純
子　

高
田
宗
治　

木
村　

孝

☆
監
事　
　
　

松
井
秀
人　

中
村
講
二

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎
満
義　

三
村
公
二

☆
相
談
役　
　

住
田
笛
雄

☆
顧
問　
　
　

窪
寺　

啓　

池
上
一
利

☆
役
員
退
任　

　

理
事
退
任　

古
田
光
子　

飯
島
敏
雄（
逝
去
）

　

執
行
理
事
退
任

　
　
　
　
　
　

東
島
正
樹　

吉
池　

純　

伊
藤
邦
彦

☆
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　

家
吉
幸
二　

田
川
行
雄　

橋
本
孝
一

　
　
　
　
　
　

内
山
早
奈
江　

田
内　

隆

　
　
　
　
　
　

大
森
冽
子　

松
田
奈
月　

佐
野
輝
美

　
　
　
　
　
　

宮
代
ま
ゆ
み　

北
野
ま
す
み（
新
）

　
　
　
　
　
　

坂
本
慎
治（
新
）

（
参
考
）

☆
特
別
会
員　

市
川
桃
子　

高
芝
麻
子　

後
藤
淳
一

　
　
　
　
　
　

菅
原　

武　

鄧　

捷

☆
竹
林
舎　
　

玉
井
幸
久　

飯
沼
一
之　

古
田
光
子

　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄　

三
村
公
二

　
　
　
　
　
　

水
城
ま
ゆ
み　

中
島
龍
一

　
　
　
　
　
　

高
津
有
二

連
盟
の
行
事

令和７年度一般会計決算 令和８年度一般会計予算 令和７年度田原会計決算 令和８年度田原会計予算
収入 前年度より繰越 627,328 収入 前年度より繰越 485,453 収入 前年度より繰越 946,257 収入 前年度より繰越 946,257

年会費 716,500 年会費 727,000 叢書頒布等 0 叢書頒布等 15,000
行事参加費 418,000 行事参加費 170,000 その他 0 その他 1,000
その他 73,980 その他 291,000 収入計 946,257 収入計 962,257
収入計 1,835,808 20周年関係収入 1,215,000 支出 叢書刊行 0 支出 叢書頒布等 10,000

支出 庶務費 533,150 収入計 2,888,453 その他 0 その他 5,000
広報事業費 211,518 支出 庶務費 220,000 支出計 0 支出計 15,000
教育事業費 366,257 広報事業費 120,000 残 次年度繰越 946,257 残 次年度繰越 947,257
全漢連費 231,350 教育事業費 285,000
その他 8,080 全漢連費 250,000
支出計 1,350,355 その他 383,453

残 次年度繰越 485,453 20周年関係支出 1,330,000
支出計 2,588,453

残 次年度繰越 300,000

令和７年度神奈川県漢詩連盟資金残高 3/31/2026
振替口座預金 現金 計

一般会計 404,408 81,045 485,453
田原基金会計 940,092 6,165 946,257

計 1,344,500 87,210 1,431,710
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「
杜
甫
と
家
族

－日
常
を
愛
し
日
常
を
詠
う
」

　

－

高
芝
麻
子
先
生
講
演
会

－

　

令
和
八
年
六
月
五
日（
金
）横
浜
市
開
港
記
念
会

館
講
堂
に
於
い
て
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教
授

高
芝
麻
子
先
生
に
よ
る「
杜
甫
と
家
族
―
日
常
を
愛

し
日
常
を
詠
う
」の
漢
詩
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
百
六
十
名
の
来
場
者
で
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

講
演
は
、
盛
唐
の
時
代
が
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
終

わ
り
を
遂
げ
た
後
を
生
き
た
杜
甫
が
、
新
し
い
文
学

の
扉
―
家
族
を
詠
う
道
―
を
開
い
て
行
っ
た
こ
と

を
テ
ー
マ
に
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
杜
甫
は
、
戦
乱
に

翻
弄
さ
れ
た
も
の
の
、
妻
楊
氏
と
の
間
に
五
人
の
子

（
一
人
は
夭
逝
）を
授
か
り
、
一
生
一
人
の
女
性
と
添

い
遂
げ
た
人
生
を
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
い
く
つ
か
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る「
月
夜
」「
春
望
」

「
江
村
」は
、
紙
面
の
都
合
上
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

七
五
五
年
冬「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字
」（
抜
粋
）

入
門
聞
号
　
　

門
に
入
り
て
号ご

う
と
う

を
聞
く

幼
子
飢
已
卒　
　

幼
子
飢
え
て
已
に
卒
す

吾
寧
舎
一
哀　
　

吾
寧な

ん

ぞ
一
哀
を
舎お

か
ん
や

里
巷
亦
嗚
咽　
　

里
巷
も
亦
た
嗚
咽
す
る
あ
り

所
愧
為
人
父　
　

愧
ず
る
所
は
人
の
父
と
為
り

無
食
致
夭
折　
　

食
無
く
し
て
夭
折
を
致
す

豈
知
秋
禾
登　
　

豈
に
知
ら
ん
や
秋

し
ゅ
う

禾か

の
登み
の

れ
る
に

貧
窶
有
倉
卒　
　

貧ひ
ん

窶く

に
は
倉
卒
有
る
を

　

不
在
に
し
て
い
た
家
に
戻
る
と
、
幼
い
わ
が
子
の

死
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
杜
甫
が
作
っ
た
作
品

で
す
。
悲
痛
な
出
来
事
を
文
学
と
し
て
詠
ん
で
い
ま

す
。

七
五
七
年
春「
憶
幼
子
」

驥
子
春
猶
隔　
　

驥き

子し

は
春
に
猶
お
隔
た
り

鶯
歌
暖
正
繁　
　

鶯
歌　

暖
か
く
し
て
正
に
繁
し

別
離
驚
節
換　
　

別
離　

節
の
換
わ
る
に
驚
き

聡
慧
与
誰
論　
　

聡
慧　

誰
と
与と

も

に
か
論
ぜ
ん

澗
水
空
山
道　
　

澗
水　

空
山
の
道

柴
門
老
樹
村　
　

柴
門　

老
樹
の
村

憶
渠
愁
只
睡　
　

渠か
れ

を
憶
い
て　

愁
い
て
只
だ
睡
り

炙
背
俯
晴
軒　
　

背
を
炙
り
て
晴
軒
に
俯
す

　

次
男
の
驥
子
を
詠
ん
だ
作
品
で
す
。四
句
目
の「
聡

慧
与
誰
論
」は
、「
う
ち
の
子
は
こ
ん
な
に
賢
い
と
い

う
こ
と
を
誰
に
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
」と
詠
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
家
族
を
詠
う
と
い
う
文
学
の

新
し
い
方
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

七
五
七
年
秋「
得
家
書
」（
抜
粋
）

去
憑
遊
客
寄　
　

去
る
は
遊
客
に
憑よ

り
て
寄
せ

来
為
附
家
書　
　

来
る
は
家
書
を
附
す
る
が
為
な
り

今
日
知
消
息　
　

今
日　

消
息
を
知
る

他
郷
且
旧
居　
　

他
郷
な
る
も　

且か

つ
旧
居
な
り

熊
児
幸
無
恙　
　

熊ゆ
う

児じ　

幸
に
し
て
恙
無
く

驥
子
最
憐
渠　
　

驥き

子し　

最
も
渠か
れ

を
憐
れ
む

　

こ
の
作
品
の
前
、
七
五
七
年
夏「
述
懐
一
首
」で

は
、
音
信
の
途
絶
え
た
家
族
に
よ
か
ら
ぬ
こ
と
が
起

き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
妄
想
を
抱
い
て
し
ま

う
自
分
を
、杜
甫
は
詠
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
詩
で
、

家
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、
大
喜
び
を
し
て
い
る
様
子

が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

七
五
七
年
秋「
北
征
」（
抜
粋
）

況
我
堕
胡
塵　
　

況
ん
や
我
胡
塵
に
堕
ち

…
省
略
…

粉
黛
亦
解
苞　
　

粉
黛　

亦
た
苞
を
解
き

衾

稍
羅
列　
　

衾
　

稍や

や
羅
列
す

痩
妻
面
復
光　
　

痩
妻
は
面
復
た
光
り

痴
女
頭
自
櫛　
　

痴
女
は
頭
自
ら
櫛

く
し
け
ずる

学
母
無
不
為　
　

母
を
学
び
て
為
さ
ざ
る
無
く

暁
妝
随
手
抹　
　

暁
妝　

手
に
随
い
て
抹
す

移
時
施
朱
鉛　
　

時
を
移
し
て
朱
鉛
を
施
せ
ば

狼
藉
画
眉
闊　
　

狼
藉
と
し
て
眉
を
画
く
こ
と
闊
し
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生
還
対
童
稚　
　

生
還
し
て
童
稚
に
対
す
れ
ば

似
欲
忘
飢
渴　
　

飢
渴
を
忘
れ
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り

問
事
競
挽
鬚　
　

事こ
と

を
問
い
て
競
い
て
鬚ひ
げ

を
挽ひ

く
も

誰
能
即
嗔
喝　
　

誰
か
能
く
即
ち
嗔し

ん

喝か
つ

せ
ん

…
省
略
…

　

戦
乱
の
た
め
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
た
家
族
の

も
と
に
辿
り
着
い
た
時
の
感
慨
を
詠
ん
だ
作
品
で

す
。
妻
へ
の
お
土
産
の
化
粧
道
具
を
、
母
親
の
真
似

を
し
て
使
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ひ
げ
を
引
っ
張
っ
て

話
を
せ
が
ん
だ
り
す
る
子
ど
も
た
ち
を
、
ど
う
し
て

叱
る
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
か
と
詠
ん
で
い
ま
す
。

七
六
二
年
春
夏「
屏
跡
三
首　

其
三
」で
も
、日
常
の

だ
ら
し
な
い
様
子
に
さ
え
も
幸
福
を
見
出
す
気
持
ち

が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

七
六
三
年
春「
聞
官
軍
収
河
南
河
北
」

剣
外
忽
伝
収
薊
北　
剣
外
に
忽
ち
伝
う　

薊
北
を
収
む
と

初
聞
涕
涙
満
衣
裳　
初
め
て
聞
き　

涕
涙　

衣
裳
に
満
つ

却
看
妻
子
愁
何
在　
却
り
て
妻
子
を
看
れ
ば　

愁
い
何い
ず
く
に
か
在
る

漫
巻
詩
書
喜
欲
狂　
漫そ
ぞ
ろ
に
詩
書
を
巻
き
て
喜
び
て
狂
せ
ん
と
欲
す

白
首
放
歌
須
縦
酒　
白
首
放
歌
し
て　

須
く
酒
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
す
べ
し

青
春
作
伴
好
還
郷　
青
春
伴
を
作な

し　

好
し
郷
に
還
ら
ん

即
従
巴
峽
穿
巫
峡　
即
ち
巴
峽
よ
り
巫
峡
を
穿
ち

便
下
襄
陽
向
洛
陽　
便
ち
襄
じ
ょ
う
陽よ
う
に
下
り
て
洛
陽
に
向
か
わ
ん

　

戦
乱
終
結
の
報
を
聞
い
て
、
衣
が
涙
で
び
し
ょ
ぬ

れ
に
な
る
ほ
ど
泣
い
て
喜
び
、
意
味
も
な
く
本
を
巻

い
て
み
た
り
、
大
声
で
歌
っ
て
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
七
六
三
年
冬「
発

中
」

と
い
う
作
品
で
は
、
戦
乱
後
職
を
求
め
て
家
を
離
れ

た
も
の
の
、
娘
病
気
と
い
う
報
を
得
て
、
狼
狽
え
て

帰
宅
を
急
ぐ
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

後
は
、
次
男
宗
武
の
誕
生
日
を
詠
ん
だ
作
品
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　七
六
六
年
秋「
宗
武
生
日
」

小
子
何
時
見　
　

小
子　

何
れ
の
時
に
か
見あ

ら
わる

高
秋
此
日
生　
　

高
秋
の
此
の
日
に
生
ま
る

自
從
都
邑
語　
　

都
邑
の
語
り
て
よ
り

已
伴
老
夫
名　
　

已
に
老
夫
の
名
を
伴
う

詩
是
吾
家
事　
　

詩
は
是
れ
吾
が
家
の
事

人
伝
世
上
情　
　

人
は
伝
い
世
上
の
情

熟
精
文
選
理　
　

文
選
の
理
に
熟
精
し
て

休
覓
綵
衣
軽　
　

綵
衣
の
軽
き
を
覓も

と

む
る
を
休や

め
よ

凋
瘵

初
秩　
　

凋
ち
ょ
う

瘵さ
い　

初
め
て
秩ち
つ

し

欹
斜
坐
不
成　
　

欹き

斜し
ゃ　

坐
す
る
も
成
ら
ず

流
霞
分
片
片　
　

流
霞　

片
片
に
分
か
ち

涓
滴
就
徐
傾　
　

涓
滴　

就
ち
徐
ろ
に
傾
け
ん

　

我
が
家
は
詩
を
作
る
の
で
有
名
だ
が
お
前
は
そ
の

名
を
立
派
に
継
い
で
い
る
、
お
前
の
誕
生
日
に
年
老

い
て
ゆ
っ
く
り
杯
を
傾
け
、
し
あ
わ
せ
に
浸
っ
て
い

る
と
詠
ん
だ
作
品
で
す
。
し
み
じ
み
と
、
杜
甫
の
家

族
へ
の
愛
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
講
演
会
で
し

た
。

　

尚
、
本
講
演
は
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
の「
神
漢
連Y

ou 
T
ube

」に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
講
演
時
と
同
じ
よ
う

に
視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

（
五
嶋
美
代
子
記
）

春望を講演中の高芝先生春望を講演中の高芝先生熱心に聴く会場一杯の皆さん熱心に聴く会場一杯の皆さん
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研
修
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

金
星
干
支
会　

福
田
忠
夫

　

全
体
で
参
番
な
の
に
役
員
が
辞
退
さ
れ
繰
り
上
げ

で
入
賞
と
な
り
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

静
岡
の
大
井
川
上
流
の
寸
又
峡
の「
夢
の
懸
け
橋
」

を
渡
っ
た
時
の
ス
リ
ル
満
点
の
光
景
を
詠
み
ま
し

た
。
長
い
急
な
吊
り
橋
が
揺
れ　

三
百
尺
下
の
景
観

を
や
っ
と
の
思
い
で
見
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
木
版
画
の
紹
介
文
と
し
て
漢
詩
を
始
め

て
八
年
。い
ま
だ
満
足
な
詩
が
で
き
ず
に
居
り
ま
す
。

特
に
韻
を
踏
む
句
末
の
下
三
字
の
使
用
例
を
捜
韻
で

探
す
の
に
四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
す
。

　

俳
句
の
與
謝
蕪
村
の
よ
う
な
詩
が
作
れ
た
ら
と
夢

を
も
ち
つ
つ「
自
画
自
詠
」に
精
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

を
伏
せ
た
ま
ま
、
議
論
し
合
う
と
い
う
や
り
方
を
今

回
も
踏
襲
し
ま
し
た
が
、各
詩
に
つ
き
活
発
な
発
言
が

相
次
ぎ
、有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
点
を
得
た
左
記
の
方
々
と
、
特
別

賞
と
し
て
小
森
香
織
さ
ん（
壱
八
会
）と
金
澤
武
司

郎
さ
ん（
聚
鳩
会
十
九
期
）が
表
彰
さ
れ
、香
取
会
長

か
ら
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
近
く
で
盛
大
な
懇
親
会
を
行
い
、
令
和

七
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

（
白
石
信
隆
記
）

優
秀
賞 

金
星
干
支
会　

福
田
忠
夫

　

消
夏
渡
繩
橋　
　
　
消
夏
縄
橋
を
渡
る

火
雲
江
峽
踏
橋
行　
火
雲
の
江
峡  

橋
を
踏
ん
で
行
く

山
色
萬
重
風
日
淸　
山
色 

万
重 

風
日
清
し

毛
骨
悚
然
涼
透
骨　
毛
骨
悚
し
ょ
う
然ぜ
ん
と
し
て  

涼 

骨
を
透
る

徒
看
直
下
碧
瀾
平　
徒た

だ
看
る  

直
下 

碧
瀾
平た
い
らな
り

優
良
賞 

十
期
会　

細
江
利
昭

　

同
期
会
有
感　
　
　

同
期
会 

感
有
り

今
日
芳

喜
氣
新　
今
日
の
芳

  

喜
気
新
た
な
り

白
頭
老
禿
語
靑
春　
白
頭 

老
禿 

青
春
を
語
る

會
終
僚
友
期
重
對　
会 
終
り
て  

僚
友
重
ね
て 

対
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も   

明
歳
相
逢
有
幾
人　
明
歳 
相
逢
う
は 

幾
人
か
有
る

佳　

作 

い
な
な
き
会　

向
井
恒
泰

　

紅
柿
思
親　
　
　
　

紅
柿
思
親

紅
殘
熟
柿
雪
霏
侵　
紅
残
の
熟
柿　

雪
霏
に
侵
さ
れ

霜
冷
荒
庭
老
木
陰　
霜
冷
の
荒
庭 

老
木
の
陰

昔
日
兩
親
栽
植
處　
昔
日
の
両
親  

栽
植
の
処

滄
桑
回
首
望
鄕
心　
滄
桑 

回
首  

望
郷
の
心

令
和
七
年
度
研
修
会

　

―
一
年
の
締
め
く
く
り
―

　

令
和
七
年
度
の
研
修
会
は
、
二
十
名
の
方
か
ら
の

投
稿
に
よ
り
、
十
二
月
十
九
日（
金
）に「
か
な
が
わ

労
働
プ
ラ
ザ
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
若
い
方
の
参
加
が
目
立
つ
顔
触
れ
で
、

十
九
期
生
二
名
を
含
め
、
十
五
期
生
以
降
だ
け
で
六

名
、十
期
以
降
で
は
十
四
名
で
し
た
。

　
「
研
修
会
」は
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
発
足
時
、
そ
れ

も
準
備
活
動
の
段
階
で
、「
初
心
者
入
門
講
座
」「
吟
行

会
」と
な
ら
ぶ
三
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
、伝
統

あ
る
行
事
で
す
。（
本
誌
十
周
年
特
別
記
念
号
ご
参
照
）

　

会
員
の
詩
力
向
上
を
目
指
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、
い
ち
早
く
俳
句
の
世
界
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る

「
選
句
会
」の
方
式
を
採
り
い
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
遊

び
の
要
素
を
加
味

し
な
が
ら
、
会
員

相
互
の
啓
発
と
、

サ
ー
ク
ル
へ
の
参

加
の
有
無
や
世
代

を
乗
り
越
え
た
交

流
・
親
睦
の
促
進

が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

匿
名
の
投
稿
詩

の
中
か
ら
、
推
薦

詩
を
投
票
し
合
い

優
劣
を
競
う
と
同

時
に
、
そ
の
結
果

受賞者を囲んで受賞者を囲んで

作者匿名で意見交換作者匿名で意見交換
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

「
修
善
寺
」（
二
月
二
十
三
日
開
催
）

　

リ
ア
ル
な
吟
行
会
に
不
向
き
な
寒
い
二
月
と
暑
い
八
月

の
第
四
月
曜
に
開
催
さ
れ
る
恒
例
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

で
す
が
、
今
回
の
吟
行
先
は
誰
も
が
一
度
は
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
伊
豆
の
修
善
寺
で
し
た
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
現
役
時
代
の
社
員
旅
行
で
行
っ
た
だ

け
の
方
は
お
酒
を
飲
ん
で
帰
っ
て
き
た
こ
と
し
か
記
憶
に

な
く
、
事
前
のY

ouT
ube

視
聴
に
よ
っ
て
修
善
寺
の
謂い
わ

れ
や
そ
の
地
で
起
き
た
出
来
事
、
名
所
旧
跡
を
再
発
見
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
開
催
日
一
週
間
前
に
メ
ー
ル
で
韻
字
二
つ

が
知
ら
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
韻
字
を
使
っ
て
一
句
を

投
稿
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
締
切
は
五
日
後
で
す
か

ら
時
間
は
充
分
。
開
催
当
日
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

参
加
者
全
員
が
苦
労
話
や
投
稿
句
の
背
景
等
の
コ
メ
ン
ト

を
し
た
り
、
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
っ
た
り
と
、

居
な
が
ら
に
漢
詩
を
学
び
・
遊
ぶ
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
た
ま
た
ま
祝
日
に
あ
た
り
、
若
年
サ
ー
ク
ル
へ

の
勧
誘
不
足
も
あ
っ
て
か
、
参
加
者
数
は
や
や
低
調
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
次
回
か
ら
は

①
若
年
サ
ー
ク
ル
向
け
の「
一
句
作
り
の
手
引
き
」を
開

催
通
知
に
毎
回
添
付
す
る
、
②
当
日
不
都
合
な
場
合
は
投

句
だ
け
の
参
加
を
認
め
る
等
の
改
善
策
を
予
定
し
て
い
ま

す
。皆
様
の
次
回
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

（
牛
山
知
彦
記
）

◎
優
句 

○
秀
句 

●
人
気
句 

◉
優
句
か
つ
人
気
句

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
に
参
加
し
て

 

壱
八
会　

石
塚
昌
弘

　

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
で
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
二
年
前
に
漢
詩
入
門
講
座
に
参
加
し
、
一
年
前
か

ら
壱
八
会
で
漢
詩
を
作
り
始
め
た
新
人
で
す
。
少
し
で
も

知
識
と
経
験
を
広
げ
た
い
と
思
い
、
今
回
オ
ン
ラ
イ
ン
吟

行
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
題
材
は「
修
善
寺
」、
与
え
ら
れ
た
韻
字
は「
彰
」

「
亡
」の
二
字
で
し
た
。修
善
寺
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

な
か
な
か
情
景
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
記
憶
を
た

ど
っ
て
み
る
と
、
三
十
年
ほ
ど
前
、
単
身
赴
任
中
に
ホ
テ

ル
で
見
た
深
夜
放
送
の
一
場
面
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
野

天
の
風
呂
に
月
が
照
り
、
頼
家
に
若
い
黒
髪
の
女
性
が
近

づ
く
場
面
で
す
。前
後
の
内
容
は
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
印
象
だ
け
が
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
記
憶
か
ら
、
修
善
寺
で
暗
殺
さ
れ
た
源
頼
家
を
題

材
に
し
よ
う
と
思
い
、
韻
字
は「
亡
」を
選
び
ま
し
た
。
調

べ
る
と
、
頼
家
暗
殺
の
日
は
元
久
元
年
七
月
十
八
日
で
、

月
齢
は
十
七
・
三
。
晴
れ
て
い
れ
ば
月
が
出
て
い
た
は
ず

で
す
。そ
こ
で
、

　

月
凄
照
刃
頼
家
亡

　

月
凄
ま
じ
く
し
て
刃
を
照
ら
し
頼
家
亡
ぶ

と
投
句
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、「
頼
家
」は
本
名
な
の
で
避
け
た
方
が
よ
い

こ
と
、「
凄
ま
じ
く
」は
日
本
語
的
用
法
で
あ
る
こ
と
を
ご

指
摘
い
た
だ
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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二
十
期
漢
詩
入
門
講
座
開
催

新
た
な
会
員
が
神
漢
連
に
入
会
！

　

本
年
度
の
漢
詩
入
門
講
座
は
四
月
八
日
か
ら
連
休

を
挟
ん
で
五
月
二
十
七
日
ま
で
、
例
年
通
り
五
回
で

催
し
、
応
募
者
二
十
四
名
で
卒
業
詩
提
出
が
十
九
名

で
し
た
。

　

今
年
の
受
講
生
の
特
徴
は
⑴
詩
吟
、
書
道
の
熟
練

者
が
過
半
で
、
漢
詩
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
、
⑵

作
詩
と
鑑
賞
双
方
に
関
心
が
あ
り
、
⑶
連
盟
加
入
者

が
事
前
加
入
も
含
め
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
寺
子

屋
授
業
も
五
班
で
進
め
ら
れ
、
役
員
各
位
の
熱
心
な

指
導
で
、
第
四
日
目
に
は
各
二
首
披
露
、
討
論
す
る

形
と
な
り
、終
了
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

近
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
光
る
君
へ
」終
了
の
余
波
で
、

応
募
数
は
減
少
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
都
内
や
埼

玉
方
を
含
め
漢
詩
を
志
す
中
核
層
は
江
湖
に
し
っ
か

り
と
お
ら
れ
ま
す
。
卒
業
詩
題
も
十
九
名
中
十
三
名

が
自
由
題
で
提
出
さ
れ
、
作
詩
を
さ
ら
に
深
め
て
い

く
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
年
次
先
輩
の
聚
鳩
会

有
志
の
方
に
は
お
手
伝
い
と
寺
子

屋
指
導
も
お
願
い
し
、
大
変
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
こ
の
方
式
は
今
後

も
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。サ
ー

ク
ル
結
成
と
な
り
初
例
会
は
七
月

八
日（
奇
数
月
・
第
二
水
） 

で
、
講

師
は
大
森
冽
子
、
中
村
講
二
の
両

氏
の
予
定
で
す
。　
（
新
井
治
仁
記
）  

最
優
秀
賞 

山
口
智
子 

　

子
規
初
啼　
　
　
　

子
規
初
め
て
啼
く

一
聲
夢
醒
幾
回
欹　
一
声 

夢
醒
め
て 

幾
回
か
欹
つ

獨
夜
開
窗
聞
子
規　
独
夜 

窓
を
開
け
ば 

子
規
を
聞
く

結
核
何
堪
休
叫
血　
結
核 

何
ぞ
堪
え
ん
や 

血
に
叫
ぶ
を
休
め
よ 

病
牀
六
尺
憶
君
姿　
病
牀
六
尺 

君
が
姿
を
憶
ふ

優
秀
賞

　

初
夏
偶
吟　
　
　
　

初
夏
偶
吟 

梅
田
京
子

万
里
薰
風
五
月
天　
万
里
薰
風 

五
月
の
天

棕
花
可
愛
緑
陰
前　
棕
花
愛
す
可
し 

緑
陰
の
前

詩
書
読
去
無
人
訪　
詩
書
読
み
去
っ
て 

人
の
訪
ぬ
る
無
し

閑
坐
吟
愁
絶
俗
縁　
閑
坐
し
て
愁
い
を
吟
じ 

俗
縁
を
絶
す

　

花
時
出
遊　
　
　
　

花
時
出
遊 

奥
田
英
道  

漠
漠
江
山
天
地
新　
莫
々
た
る
江
山 

天
地
新
た
な
り 

桜
桃
杏
李
一
村
春　
桜
桃
杏
李 

一
村
の
春 

韶
光
明
媚
難
帰
去　
韶
光
明
媚 

帰
り
去
り
難
し

歌
舞
醉
人
花
笑
辰　
歌
舞
の
酔
人 

花
笑
ふ
辰

　

清
興　
　
　
　
　
　

清
興 

岩
澤
克
惠 

陽
光
入
夏
綠
陰
稠　
陽
光
夏
に
入
り 

緑
陰
稠
し

清
昼
風
鈴
排
積
憂　
清
昼
の
風
鈴 

積
憂
を
排
す

白
屋
蕭
然
無
客
訪　
白
屋
蕭
然 
客
の
訪
ふ
無
し

焚
香
倚
机
此
中
遊　
香
を
焚
い
て
机
に
倚
り 

此
の
中
に
遊
ぶ

　

遊
隅
州
櫻
島　
　
　
隅
州
桜
島
に
遊
ぶ 
市
川
克
美

櫻
發
雲
流
南
國
郷　
桜
発
き
雲
流
る 

南
国
の
郷

島
容
突
兀
映
春
光　
島
容
突
兀 

春
光
に
映
ず

噴
炎
一
閃
悠
悠
去　
噴
炎
一
閃 

悠
々
と
し
て
去
る

煙
海
蒼
茫
已
夕
陽　
煙
海
は
蒼
茫 

已
に
夕
陽 

漢
詩
入
門
講
座
を
受
講
し
て

 

山
口
智
子

　

今
回
の
漢
詩
入
門
講
座
に
参
加
す
る
前
は
、「
漢

字
ば
か
り
で
難
し
そ
う
」と
い
う
先
入
観
が
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、講
義
を
聴
き「
だ
れ
漢
」を
使
っ
て
作
詩

そ
し
て
添
削
を
反
復
す
る
う
ち
、
独
学
で
は「
だ
れ

漢
」を
理
解
出
来
な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、
ひ
た
す

ら
辞
書
で
漢
字
の
読
み
と
意
味
を
引
く
う
ち
不
思
議

と
文
章
に
近
づ
き
、
平
仄
通
り
に
完
成
し
た
際
は
パ

ズ
ル
が
解
け
た
よ
う
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
漢
詩
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
基
礎
を
大
事
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
漢

詩
の
世
界
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受賞者を囲んで受賞者を囲んで
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令和7年度サークル活動状況 2026/4/1現在
開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催日 主な会場 特記事項

2007年（H19）・1期
2018年（H30）・12期 金星干支会 7 五嶋美代子 三村公二

新井治仁
奇数月
第2火 かながわ県民センター

・ 令和3年11月に、金星干支会として合流し4
年が経った。昨年11月に琵琶湖東三山吟行の
旅を決行した。

2008年（H20）・2期
2013年（H25）・7期
2014年（H26）・8期

三七八会 13 橋本孝一 中島龍一 奇数月
第3水

男女共同参画センター
横浜南太田

・ 詩稿提出は兼題・自由題で二つまで可能。詩稿
提出有無にかかわらず例会に出席可。事情によ
りほとんど例会に出席できなくても会員可。

2009年（H21）・3期 好文会 8 高津有二 玉井幸久 偶数月
第3木 ZOOM、対面

・ 例会は、対面1回、ZOOM 5回。特筆すべきは、
令和7年12月に「好文會詩集(第三集)」を発刊
した。詩集は、各人夫々10詩を掲載した。

2010年（H22）・4期
2012年（H24）・6期 詩游以文会 8 大森冽子 ─ 偶数月

第3火 かながわ労働プラザ ・ 4期と6期合併して詩游以文会として活動。講
師無しの会員による互評方式で行っている。

2011年（H23）・5期
2017年（H29）・11期 五友詩林会 8 白石信隆 住田笛雄 偶数月

第2木 ZOOM
・ ZOOM 4回、対面にて1回開催した。定例会
では毎回、課題詩と自由題詩の2詩を批正し
ている。

2012年（H24） 岳精会
漢詩研究会 8 家吉幸二 三村公二 偶数月

第2水
岳精流日本吟院総本部
（川崎市）

・対面方式で開催している。令和8年2月から、
三村先生から香取先生と交代した。兼題を受
けて作詩し、討論形式で勉強会を行っている。

2015年（H27）・9期 九詩期会 13 山口幸雄 水城まゆみ
高橋純子

奇数月
第2木 八洲学園大学（高島町）

・ 結成10周年を迎えた。会員が諸橋轍次博士記
念漢詩大会で最優秀賞諸橋轍次賞を受賞した
のを始め、各大会で入賞者が相次いでいる。

2016年（H28） 千代田岳精会
漢詩研究部 9 田川行雄 香取和之 偶数月

第1木
MMフォレシス内サロ
ン（みなとみらい）

・ 対面方式で、批正後の作品をその場で吟じ、
終了後は、懇親を深めている。参加出来なかっ
た方には批正後の全作品を送っている。

2016年（H28）・10期 十期会 7 蔦　清昭 高津有二 奇数月
第3木 横浜市戸塚公会堂

・ 対面式で開催。事前にご批正を受けた詩稿を
修正提出し、さらなるご指導を受け互評を
行っている。

2019年（R1）・13期 令和会 8 中村講二 松井秀人 奇数月
第1火 横浜市西区「フクシア」

・ 対面方式で3回、ZOOM方式で3回開催。例
会参加者間で1対1批正を実施し、その後に講
師より指導を戴く方法」を採用している。

2020年（R2）・14期 志詩会 7 東島正樹 香取和之
牛山知彦

偶数月
第3月 横浜市開港記念会館

・ 例会6回開催、3時間にわたり批正を受け、相
互感想を述べ合っている。毎回終了後、有志
で軽懇親会、12月は全員で忘年懇親会実施。

2021年（R3）・15期 逸語会 9 田内　隆 水城まゆみ
高田宗治

奇数月
第1火 かながわ県民センター

・ 定例会開催6回。全て対面で実施。詩作は、季
節に応じた課題詩1首を提出。希望者は課題詩
以外に自由題1首の提出も可。

2022年（R4）・16期 既望会 7 内山早奈江 高津有二
白石信隆

偶数月
第2火 かながわ県民センター ・ すべて対面で実施している。

2023年（R5）・17期 いななき会 6 吉池　純 新井治仁
東島正樹

奇数月
第3木 かながわ県民センター

・ 例会以外に会員による勉強会を偶数月第二金
曜日に実施。　なお、参加者減少により令和8
年3月末にて活動終了した。

2024年（R6）・18期 壱八会 9 佐野輝美 松井秀人
木村　孝

偶数月
第2火 かながわ労働プラザ ・ 例会は6回開催した。他に漢詩に関連する名

所めぐりを2回開催した。

2025年（R7）・19期 聚鳩会 15 北野ますみ 久川憲四郎
高橋純子

偶数月
第4金 かながわ県民センター

令和7年6月に発足した。詠題または自由題で
作詩し、例会では講師から丁寧な批正を受けて
いる。入門講座で初めて漢詩に挑戦した方から、
経験豊富な方まで、和気あいあいと意見交換を
楽しんでいる。

計 16サークル 142 奇数7
偶数9

漢詩鑑賞会一覧 2026//4/1現在
名称 講師 世話人 開催日 会場 概要（2025年度の講義）

鑑賞会A 香取和之、水城まゆみ、高津
有二、新井治仁、三村公二 白石信隆 毎月

第4木 ZOOM 屈原と楚辞、四時田園雑興、青龍寺題壁の詩、
空海の漢詩、他

鑑賞会B 水城まゆみ 高田宗治 毎月
第4金 ZOOM 三体詩鑑賞と詩作

鑑賞会C 中島龍一、香取和之、新井治
仁、高津有二、松井秀人 新井治仁 毎月

第4火 ZOOM 佩文齋詠物詩選の七言絶句の鑑賞

鑑賞会D 中島龍一 久川憲四郎、他 毎月
第1水

かながわ
労働プラザ

漢詩鑑賞入門講座。主として入会5年目迄を対
象。石川忠久編「漢詩鑑賞事典」の名詩の鑑賞。

霧笛女子会 水城まゆみ、横溝比呂美、大
森冽子、他 水城まゆみ 偶数月

第一火
かながわ
県民センター 各講師の講義（女流詩人の漢詩、他）
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早
や
十
年
経
ち
ま
し
た

 
千
代
田
岳
精
会
漢
詩
研
究
部　

田
川
行
雄

　

千
代
田
岳
精
会
漢
詩
研
究
部
は
発
足
し
て
今
年
で

十
年
と
な
り
ま
す
。

　

千
代
田
岳
精
会
は
詩
吟
の
岳
精
流
日
本
吟
院
の
一

部
門
で
す
が
、
詩
吟
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
多
く
の
会
員
が
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
基

礎
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
、
残
っ
て
い
る
平
成

二
十
八
年
八
月
七
日｢

漢
詩
作
成
基
礎
講
座
終
了
詩

稿｣

に
は
三
十
名
の
詩
稿
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
講
座

に
は
多
く
の
先
生
方
に
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
い
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
発
足
後
は
桜
庭
先
生
、
香

取
先
生
に
御
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
諸

般
の
事
情
で
退
会
さ
れ
る
方
が
出
て
、
参
加
者
が

減
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
残
念
だ
っ
た
の
は
初
め
か

ら
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
桜
庭
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
降
は
香
取

会
長
が
単
独
で
ご
指
導
し
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

　

退
会
者
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
三
名
の
新
規

入
会
者
が
有
り
現
在
九
名
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
三
名
は
指
導
会
に
参
加
出
来
な
い
た
め
、

書
面
で
の
参
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
員
詩
吟
の

会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
、
毎
回
、
香
取
先
生
の
批

正
し
て
い
た
だ
い
た
詩
を
吟
じ
て
お
り
ま
す
。
終
了

後
は
近
く
で
一
献
か
た
む
け
て
、
親
睦
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

金
星
干
支
会
琵
琶
湖
の
旅

 

金
星
干
支
会　

五
嶋
美
代
子

　

令
和
七
年
十
一
月
十
二
日
、
金
星
干
支
会
は
一
泊

二
日
の
琵
琶
湖
の
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
講
師
の
三
村
先
生
、
新
井
先
生
、
ゲ
ス
ト
の
一
人

を
含
め
た
七
人
で
す
。
普
段
か
ら
サ
ー
ク
ル
後
の
飲

み
会
も
あ
ま
り
し
な
い
、
お
そ
ら
く
神
漢
連
で
は
一

番
お
と
な
し
い
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
金
星
干
支
会
が
、

こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
で
き
る
と
は
正
直
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
企
画
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の

ひ
と
り
、
福
田
忠
夫
さ
ん
の
お
陰
で
し
た
。
福
田
さ

ん
は
こ
の
地
の
ご
出
身
で
、
ホ
テ
ル
か
ら
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
手
配
、
そ
し
て
見
学
先
の
案
内
ま
で
を
一
手

に
引
き
受
け
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

　

湖
水
の
光
の
中
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
、
紅
に
染
ま
る

木
々
、歴
史
を
物
語
る
寺
院
の
佇
ま
い
、ど
れ
を
と
っ

て
も
素
晴
ら
し
く
、
ま
だ
ま
だ
見
る
べ
き
と
こ
ろ
は

あ
っ
た
も
の
の
、
全
部
を
見
る
に
は
体
力
が
足
り
な

か
っ
た
の
は
心
残
り
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
嚢
は

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
折
々
に
交
し
た
メ

ン
バ
ー
と
の
会
話
が
、

今
も
胸
に
響
い
て
く

る
よ
う
で
す
。
今
年
三

月
の
例
会
で
は
、
琵
琶

湖
の
思
い
出
を
も
と
に

作
っ
た
作
品
を
披
露
し

合
い
ま
し
た
。

好
文
會
詩
集（
第
三
集
）発
刊
し
ま
し
た

 

好
文
会　

高
津
有
二

　

好
文
会
は
、
二
〇
〇
九
年（
平
成
二
十
一
年
）、
神

漢
連
の
三
番
目
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
、
同

年
秋
か
ら
二
カ
月
に
一
回
の
勉
強
会
を
始
め
て

二
〇
二
六
年
六
月
に
第
九
十
七
回
の
好
文
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

設
立
五
年
目
に
他
の
サ
―
ク
ル
に
先
駆
け
て
、
最

初
の
詩
集
を
発
刊
し
て
、
そ
の
後
、
設
立
十
周
年
を

記
念
し
て
第
二
集
を
発
刊
、
今
般
、
第
三
集
を
発
刊

し
ま
し
た
。

　

当
初
、
十
一
名
で
ス
タ
―
ト
し
て
、
鬼
籍
に
入
ら

れ
た
方
も
い
ま
す
が
、
新
た
に
三
名
の
会
員
を
加
え

て
、
現
在
、
八
名
の
会
員
が
玉
井
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
二
か
月
に
一
回
の
詩
稿
提
出
に
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

　

設
立
当
初
か
ら
十
二
年
間
に
亘
り
、
ご
指
導
頂
い

た
城
田
六
郎
先
生
に
は
白
玉
楼
か
ら
目
を
細
め
て
見

守
っ
て
頂
い
て
お
り
、
本
年
十
二
月
十
七
日
に
、
第

百
回
の
記
念
す
べ
き
好
文
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

会
員
一
同
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
た
よ
り

全
国
漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍
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令
和
七
年
度『
扶
桑
風
韻
』漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

江
上 

　

江
上

春
陰
漠
漠
暮
江
涯 

春
陰　
漠
漠
た
り　
暮
江
の
涯

楊
柳
依
依
拂
水
垂 

楊
柳 

依
依
と
し
て
水
を
払
ひ
て
垂
る

幼
女
未
知
兵
革
動 

幼
女
は
未
だ
知
ら
ず　
兵
革
の
動
く
を

征
衣
牽
袖
問
歸
期 

征
衣　
袖
を
牽
き
て
帰
期
を
問
ふ

　

四
年
程
前
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
が
始

ま
っ
て
間
も
な
い
頃
、
新
聞
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に

残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
父
親
と
別
れ
る
家
族
の
記

事
を
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は「
娘
は
戦
争
の
こ
と

を
ま
だ
知
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
知
ら
ず
に
過
ご
し
て

ほ
し
い
。」と
父
親
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一

文
を
読
ん
だ
時
、杜
甫
の「
月
夜
」を
思
い
出
し
転
句

は
参
考
に
し
ま
し
た
。
結
句
は
紙
面
の
写
真
を
眺
め

て
い
た
時
に
頭
の
中
に
聞
こ
え
た
可
愛
い
声「
パ
パ
、

い
つ
帰
っ
て
来
る
の
？
」か
ら
で
き
た
句
で
す
。

　

石
川
忠
久
先
生
に
は
漢
詩
を
始
め
た
時
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
度
、

石
川
先
生
の
名
前
を
冠
し
た
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
優
秀
賞
・
石
川
岳
堂
賞

 
 

松
本
祐
輔

　

橋
頭
晨
別 

　

橋
頭
晨
別　

休
詠
陽
關
三
疊
詩 

詠
う
を
休
め
よ　
陽
関
三
畳
の
詩
を

此
聲
盈
耳
不
勝
悲 

此
の
声
耳
に
盈
つ
れ
ば
悲
し
み
に
勝
え
ず

送
君
晨
旦
河
梁
別 

君
を
送
る　
晨
旦　
河
梁
の
別
れ

折
柳
無
言
寄
所
思 

柳
を
折
り
て　
言
無
く　
思
う
所
に
寄
す

 
 

宇
野
次
郎

　

橋
頭
晨
別 

　

橋
頭
晨
別　

雨
霽
橋
頭
楊
柳
垂 

雨　
霽
れ　
橋
頭　
楊
柳
垂
る

折
來
贈
客
曉
風
吹 

折
り
来
た
り
て
客
に
贈
れ
ば　
暁
風
吹
く

昨
宵
瓊
宴
留
君
醉 

昨
宵
の
瓊け

い

宴え
ん　

君
を
留
め
て
酔
わ
し
む

皆
謂
人
生
足
別
離 

皆
な
謂
う　
人
生　
別
離 

足
る
と

 
 

福
田
忠
夫

　

津
頭
送
別 

　

津
頭
送
別　

年
來
故
友
出
扶
桑 

年
来
の
故
友　
扶
桑
を
出
づ

欲
向
巴
西
海
路
長 

巴
西
に
向
か
は
ん
と
欲
し
て
海
路
長
し

莫
怪
岸
頭
揮
手
久 

怪
し
む
莫
れ
岸
頭
手
を
揮
ふ
こ
と
の
久
し
き
を

天
涯
地
角
兩
茫
茫 

天
涯　
地
角　
両
つ
な
が
ら
茫
茫
た
り

入　

選

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

月
夜 

　

月
夜

新
婦
擣
衣
江
水
秋 

新
婦　
衣
を
擣う

ち
て　
江
水　
秋
な
り

良
人
今
夜
守
邊
州 

良
人　
今
夜　
辺
州
を
守
ら
ん

誰
堪
一
別
已
千
里 

誰
か
堪
へ
ん 

一
別 

已
に
千
里
な
る
に

月
照
東
西
兩
地
愁 

月
の
東
西　
両
地
の
愁
ひ
を
照
ら
す
に

　

こ
の
大
会
の
詩
題
が「
別
れ
」と
発
表
さ
れ
た
時
、

悲
し
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、「
い
つ
か
は
ま
た

会
え
る
」と
い
う
希
望
を
残
し
た
作
品
に
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。「
辺
塞
詩
」と「
閨
怨
詩
」は
表
裏
一

体
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
国
境
付
近
で
働
く
夫
と
、

夫
の
帰
り
を
待
ち
な
が
ら
故
郷
で
働
く
妻
。
起
句
で

「
妻
」を
、
承
句
で「
夫
」を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
結

句
で
月
が
二
人
を
同
時
に
見
守
る
と
詠
う
こ
と
で

「
再
会
」へ
の
希
望
を
込
め
ま
し
た
。

　

わ
た
く
し
が
主
宰
を
務
め
る「
漢
詩
創
作
研
究
会
」

は
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
他
の
漢
詩
実
作
の
会

で
は
出
来
な
い
こ
と
を
実
現
す
る
会
」と
し
て
、
今

後
も
精
進
し
ま
す
。
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
の

方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

kanshisousaku@
gm
ail.com

ま
で
。

 
 

久
川
憲
四
郎

　

萱
堂
遺
梳 

　

萱け
ん
堂ど
う
の
遺い

梳そ

永
別
七
年
尋
廢
居 

永
別 

七
年 

廃
居
を
尋
ぬ
れ
ば

鏡
前
空
有
一
佳
梳 

鏡
前 

空
し
く
一い
ち
佳か

梳そ

有
り

忽
懷
亡
母
曉
妝
影 

忽
ち
懐
う 

亡
母　
暁
粧
の
影

鬢
雪
齊
齊
意
晏
如 

鬢び
ん

雪せ
つ 

斉
斉
と
し
て 

意 

晏
如
た
り
し
を

優
秀
賞

佳　

作

全
国
漢
詩
大
会
で

全
国
漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

相
原
一
耀
氏
は

令
和
七
年
十
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
八
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

小
山
洋
三
郎
氏

は
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。（
享
年
八
十
三
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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漢
詩
の
魅
力
は
、
わ
ず
か
数
十
文
字
に「
人
間
の

真
実
」を
凝
縮
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
千
年
以

上
前
の
詩
が
今
も
心
に
響
く
の
は
、
そ
こ
に
時
代
を

超
え
る
人
間
の
喜
怒
哀
楽
が
息
づ
い
て
い
る
か
ら
で

す
。
杜
甫
や
李
白
ら
は
、
戦
乱
や
左
遷
、
愛
す
る
人

と
の
別
れ
と
い
っ
た
過
酷
な
現
実
に
直
面
し
つ
つ

も
、
五
言
や
七
言
の
詩
に
よ
り
個
人
的
な
悲
し
み
を

普
遍
的
な
感
情
へ
と
昇
華
し
ま
し
た
。
漢
詩
は
困
難

に
あ
る
私
た
ち
に
、
自
己
を
俯
瞰
す
る
見
方
や
考
え

方
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

漢
詩
に
登
場
す
る
大
河
や
月
、
草
木
の
描
写
は
、

人
生
の
痛
み
を
自
然
の
循
環
に
溶
か
し
込
み
、「
普

遍
的
な
考
え
方
」を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
考
え

は
固
ま
っ
た
心
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
穏
や
か
な
感
情
や

前
を
向
い
て
生
き
る
新
た
な
光
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。
漢
詩
は
孤
独
と
と
も
に
生
き
る
精
神
力
を
助

け
育
み
、
絶
望
の
中
に
も
気
高
く
在
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　

詩
を
読
む
こ
と
は
、
時
を
越
え
て
先
人
と
語
り
合

う
よ
う
な
も
の
で
す
。
彼
ら
の
言
葉
は
、人
生
の
冬
を

耐
え
る
外
套
と
な
り
、
再
び
歩
き
出
す
活
力
を
与
え

て
く
れ
る
の
で
す
。い
つ
の
時
代
で
も
誰
で
も
悩
み
苦

し
み
生
き
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
に
勇
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
は
神
漢
連
が
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
年
に
素
晴
ら
し
い
漢
詩
の
世
界
を
素
敵
な
仲
間

と
と
も
に
楽
し
め
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
佐
野
輝
美
記
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
八
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
神
漢
連
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事（
詳
細
は
二
頁
参
照
）

記
念
式
典
・
講
演
会
・
懇
親
会　

期　
　

日 
令
和
八
年
十
月
十
三
日(

火)　

時　
　

間 
午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分（
式
典
・
講
演
会
）
／
五
時
〜
六
時
三
十
分（
祝
賀
会
）

場　
　

所 
横
浜
市
開
港
記
念
会
館（
式
典
・
講
演
会
）
／
ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル（
祝
賀
会
）

記
念
式
典 

功
労
者
表
彰
、
二
十
年
の
歩
み
解
説
、
吟
詠
、
講
話

講
演
会 

鷲
野
正
明
先
生　
「
美
し
い
日
本
の
風
景
―
日
本
漢
詩
へ
の
誘
い
―
」

 

尚
、
会
員
以
外
も
聴
講
可
。

参
加
申
込 

式
典
・
講
演
会
は
申
込
不
要
。
祝
賀
会
出
席
者
は
後
日
発
送
予
定
の
開
催
案
内

に
同
封
の
振
込
用
紙
で
振
込
願
い
ま
す
。

自
詠
漢
詩
作
品
展　
場
所　

横
浜
市
開
港
記
念
会
館

期
日
・
時
間　

十
月
十
二
日
十
二
時
〜
十
八
時
、
十
三
日
十
時
〜
十
五
時

吟
行
会　
　
　

場
所　

京
浜
急
行
・
金
沢
文
庫
駅
集
合
、
称
名
寺
な
ど

期　
　

日　

十
一
月
十
七
日（
火
）午
前
九
時
半
〜
午
後
二
時

参
加
申
込　

本
会
報
郵
送
に
同
封
す
る
ご
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

期　

日　

 

八
月
二
十
四
日（
月
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を
し
ま
す
。

● 

研
修
会

期　

日　

 

十
二
月
十
八
日（
金
）　

午
後
一
時
〜
四
時

（
予
備
日　

十
二
月
二
十
三
日（
水
）（
時
間
・
場
所
同
じ
）

場　

所　

 

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
理
事 

飯
島
敏
雄
氏
は

令
和
八
年
五
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
四
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


